
大学連携バイオバックアッププロジェクト説明会 

特別講演については裏面参照 問合わせ：医学部 生化学講座第２教室（2257） 

日時：平成２９年１１月 ６日（月） 

 18：00～説明会  

 19：00～特別講演 

会場：山梨大学医学部 臨床小講堂 

演 者：東北大学 加齢医学研究所 医用細胞資源センター 

          教授  松居 靖久  先生 

https://www.photo-ac.com/main/detail/265958?title=%E3%83%86%E3%82%AF%E3%82%B9%E3%83%81%E3%83%A3%E3%80%90%E3%82%A2%E3%83%96%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%A9%E3%82%AF%E3%83%8801%E3%80%91


特 別 講 演 

生殖細胞は精子と卵子に分化し受精した後に、次の世代の個体を生み出すことのできる唯一の細胞で、そういった性質の

獲得を保障している分子機構は興味深いが、解明には至っていない。胚発生の初期過程で始原生殖細胞は多能性幹細

胞から分化し、その際に転写因子Blimp1により、体細胞分化に係わる遺伝子の発現が抑制されることが重要だが、その抑

制機構の詳細は明らかになっていない。私たちは、ヒストン脱アセチル化酵素がBlimp1によって体細胞遺伝子に選択的に

リクルートされることで起こる体細胞遺伝子の発現抑制が、始原生殖細胞形成に重要であることを明らかにした。一方、メ

タボローム・プロテオーム解析から、始原生殖細胞では多能性幹細胞と比較して、解糖系が抑制され、酸化的リン酸化は

亢進していること、また酸化的リン酸化は胎仔生殖巣の体細胞と比較しても顕著に亢進していることがわかった。さらに酸

化的リン酸化を阻害すると、培養下での多能性幹細胞からの始原生殖細胞形成の抑制と、形成後の始原生殖細胞の細

胞死の促進が起こることがわかった。一方、解糖系を阻害すると多能性幹細胞からの始原生殖細胞形成は開始するもの

の、遺伝子発現の乱れが起ること、形成後の始原生殖細胞の生存には影響しないことがわかった。エネルギー代謝経路

は、核酸やアミノ酸合成、エピジェネティック制御やレドックス制御などとも係わるので、体細胞より亢進した酸化的リン酸化

などの、胎仔期生殖細胞の特徴的な代謝状態が、卵子、精子への分化過程や発生全能性の獲得に必要な、多様な役割

を担っている可能性が考えられる。 

『 胎仔生殖細胞の形成と分化に必要な 
   エピジェネティックおよび代謝制御機構 』 

大学連携バイオバックアップ 
プロジェクト説明会 

日時：平成２９年１１月 6日（月） 

 18：00～説明会  

 19：00～特別講演 

会場：山梨大学医学部 臨床小講堂 

演者：東北大学 加齢医学研究所 医用細胞資源センター 

                教授  松居 靖久  先生 

大学連携バイオバックアッププロジェクトについては表面参照 
問合わせ：医学部 生化学講座第２教室 宮澤（2255）事務室（2257） 

1998年: 大阪府立母子保健総合医療センター研究所 研究部長 
2004年: 東北大学 加齢医学研究所 教授 
2009年: 東北大学 医用細胞資源センター センター長 

https://www.photo-ac.com/main/detail/265958?title=%E3%83%86%E3%82%AF%E3%82%B9%E3%83%81%E3%83%A3%E3%80%90%E3%82%A2%E3%83%96%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%A9%E3%82%AF%E3%83%8801%E3%80%91

